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１．会議の開催実績 

（１）協議会構成員 
選任区分 所属・役職 氏名 

当別町長が指名する者 当別町 副町長 近藤 充徳 

 当別町 福祉部長 高橋 通 

 当別町教育委員会事務局 教育部長 小山 久夫 

北海道運輸局札幌運輸支局長が指名する者 北海道運輸局札幌運輸支局 主席運輸企画専門官 新保 信一 

北海道石狩支庁長が指名する者 北海道石狩支庁地域振興部 地域政策課長 田辺 きよみ 

札幌地区バス協会の代表 社団法人北海道バス協会 専務理事 岩崎 友雄 

関係する道路管理者 札幌開発建設部札幌道路事務所 計画課長 中井 健司 

 空知総合振興局 札幌建設管理部 当別出張所長 渡辺 昭寿 

 当別町 建設水道部長 滝本 隆志 

関係する鉄道事業者 ＪＲ石狩当別駅長 羽賀 雅史 

当別町コミュニティバス実証運行事業 北海道医療大学 経営企画部総務企画課長 三浦 清志 

参加事業者の代表 
スウェーデンハウス株式会社  
スウェーデンヒルズ管理センター長 

平  健生 

一般乗合旅客自動車運送事業者の代表 有限会社下段モータース 代表取締役 下段 寿之 

一般貸切旅客自動車運送事業者の代表 山内建材工業株式会社 代表取締役 山内 孝司 

一般乗合旅客自動車運送事業者の事業用運転手が所属する団体等の代表 有限会社下段モータース 加藤 啓一 

地域住民及び団体の代表 当別町行政推進員連絡協議会 会長 山下 義則 

 当別町ＰＴＡ連合会 会長 森  政徒 

 当別町高齢者クラブ連合会 副会長 菊池 久 

 当別町女性団体連絡協議会 理事 宮尾 道子 

 当別町ボランティア連絡協議会 会長 五十嵐 廣子 

 当別町商工会 事務局長 土肥 繁義 

 当別町社会福祉協議会 主任 藤原 徹 

表1-1 当別町地域公共交通活性化協議会委員名簿（平成24年3月31日現在） 

 

（２）会議の内容 

 平成23年度は3回の協議会を開催した。協議会では、地域公共交通総合連携計画に基づ

き策定された平成23年度計画事業の議論や進捗報告と、平成24年度事業計画及び予算の

策定を行った。 

また、新たな補助制度「地域公共交通確保維持改善事業」に基づくフィーダー計画の策

定を行った。 
回 開催日時 主な協議内容 

第1回 平成23年6月27日 

・平成22年度活性化・再生総合事業実績報告について 
・平成22年度協議会決算及び監査報告について 
・役員の選出について 
・平成23年度予算の変更について 
・新たな補助事業の活用について 

第2回 平成23年9月22日 

・当別ふれあいバス平成23年度8月までの実績について 
・「環境まちづくりパートナーズ基本協定」の更新について 
・利用促進事業の実施について 
・西当別・あいの里線と金沢線の一部統合について 
・市街地循環線のダイヤ及び路線の変更について 

第3回 平成24年 3月27日 

・当別ふれあいバス平成24年2月までの実績について 
・平成23年度収支決算見込について 
・利用促進事業の実施結果について 
・平成24年度事業計画・予算案について 
・平成23・24年度地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

表1-2 会議開催内容
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２．当別ふれあいバス運行事業の概要 

（１）運行の概要 

 これまで実施した過去 5年間の実証運行実績を基に収支バランスがとれる運行体制とし

た。平成23年4月から本格運行を開始した。平成23年度は西当別・あいの里線と金沢線

の一部統合、市街地循環線のダイヤ及び路線の変更を行った。 

 

 一般 中学生・高校生 小学生･障がい者･介護人 

運賃（一般路線） 200円 100円 

回数券 2,000円（12枚綴り） 2,000円（24枚綴り） 

応援券（1ヶ月） 4,000円 2,000円 

   （3ヶ月） 10,000円 5,000円 

   （6ヶ月） 16,000円 8,000円 

夏休み冬休み子ども定期券 小学生500円、中学生1,000円 

表2-1 利用料金一覧 

 
 



 

 

３ 
  

 

表2-2 運行路線一覧（平成23年4月1日改正） 

 
運行回数 

系 統 名 運 行 系 統 
系統 
キロ 往 復 

備  考 

市街地循環線 
（昇順コース） 

ＪＲ石狩当別駅南口～栄町 
  ～当別駅南口～春日町～当別駅南口 

11.9㎞ 6便 
土曜・日曜・ 
祝日 運休 

市街地循環線 
（降順コース） 

ＪＲ石狩当別駅南口～春日町 
   ～当別駅南口～栄町～当別駅南口 

12.0㎞ 6便 
土曜・日曜・ 
祝日 運休 

西当別線 ＪＲ石狩当別駅南口～ロイズふと美工場 12.0㎞ 6回 6回 
 
 

あいの里金沢線 
北海道医療大学 
    ～医療大学あいの里キャンパス 

22.5㎞ 8回 8回 
土曜・日曜・ 
祝日 運休 

金沢線 ＪＲ石狩当別駅南口～北海道医療大学 4.0㎞ 5回 5回 
土曜・日曜・ 
祝日 運休 

みどり野線 ＪＲ石狩当別駅南口～みどり野会館 9.0㎞ 2回 2回 
土曜・日曜・ 
祝日 運休 

青山線 ＪＲ石狩当別駅南口～青山会館 15.5㎞ 6回 6回 
 
 

表2-3 運行路線一覧（平成23年12月1日改正） 

 

運行回数 
系 統 名 運 行 系 統 

系統 
キロ 往 復 

備  考 

市街地循環線 
（昇順コース） 

ＪＲ石狩当別駅南口～栄町 
  ～当別駅南口～春日町～当別駅南口 

14.0㎞ 6便 
土曜・日曜・ 
祝日 運休 

市街地循環線 
（降順コース） 

ＪＲ石狩当別駅南口～春日町 
   ～当別駅南口～栄町～当別駅南口 

14.0㎞ 6便 
土曜・日曜・ 
祝日 運休 

西当別線 ＪＲ石狩当別駅南口～ロイズふと美工場 12.0㎞ 6回 6回 
 
 

あいの里線 
ＪＲ石狩当別駅南口 
    ～医療大学あいの里キャンパス 

18.5㎞ 8回 8回 
土曜・日曜・ 
祝日 運休 

金沢線 ＪＲ石狩当別駅南口～北海道医療大学 4.0㎞ 11回 13回 
土曜・日曜・ 
祝日 運休 

みどり野線 ＪＲ石狩当別駅南口～みどり野会館 9.0㎞ 2回 2回 
土曜・日曜・ 
祝日 運休 

青山線 ＪＲ石狩当別駅南口～青山会館 15.5㎞ 6回 6回 
 
 

SuiSuiふれバ 
ＪＲあいの里公園駅～区域内運行 
※平成22年11月30日廃止 

区域内
運行 

0回 1回 
金曜・土曜 
のみ運行 
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３．運行データの分析 

（１）全体利用者数の推移 

○総利用者数は135,815人と昨年を4,000人下回った。 

○4月利用者の減少と冬季の大雪による影響でダイヤが大きく乱れたことが要因と考えら

れる。 

○9月・10月の利用者が多くなっているのは、無料キャンペーンによるものと考えられる。 

○北海道医療大学が長期休暇に入る8月及び3月は利用者が減少している。 

9,228

10,807

10,593

12,206

12,759

12,495

12,249

9,377

11,698

11,61611,152

11,635

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

H18 9,494 9,957 10,800 9,585 9,593 10,967 11,088 11,867 14,114 12,374 13,475 12,093 135,407 

H19 10,137 10,566 10,454 9,921 8,913 9,474 10,748 12,209 12,737 11,876 12,791 10,475 130,301 

H20 10,071 10,353 11,197 11,375 8,786 10,663 11,970 11,425 13,028 12,186 11,999 10,767 133,820 

H21 11,325 10,307 11,899 12,322 9,093 11,526 12,172 12,705 13,565 12,305 12,361 10,921 140,501 

H22 13,270 11,373 11,837 11,928 9,238 11,811 12,376 13,131 12,551 11,472 11,285 9,707 139,979 

H23 11,635 11,152 11,616 11,698 9,377 12,249 12,495 12,759 12,206 10,593 10,807 9,228 135,815 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

 

図3-1 月別利用者推移 

 

表3-1 月別利用者数一覧 
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（２）平成２３年度当別ふれあいバス事業の大雪等による運休・遅延等報告 
 大雪の影響により各路線において、運休や遅延が発生し、運行に大きな影響を与えた。 
運行日別状況 

月日  市街地循環線 みどり野青山線 あいの里金沢線 合計 

運休便数 
（うち部分運休） 

５ ６ １２ 
（３） 

２３ 
（３） 

12月5日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ １ 
（１５分） 

４ 
（１時間２０分） 

５ 

運休便数 
（うち部分運休） 

１ ０ ０ １ 12月12日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

１ 
（３０分） 

０ 
 

４ 
（４０分） 

５ 

運休便数 
（うち部分運休） 

８ 
（８） 

０ ０ ８ 
（８） 

12月26日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ ０ ７ 
（５０分） 

７ 
 

運休便数 
（うち部分運休） 

０ ０ ０ ０ 1月6日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ ０ ２ 
（３０分） 

２ 

運休便数 
（うち部分運休） 

４ 
（１） 

６ 
（３） 

１６ 
（６） 

２６ 
（１０） 

1月11日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ ３ 
（３０分） 

２ 
（１時間２０分） 

５ 

運休便数 
（うち部分運休） 

０ ０ ０ ０ 1月12日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ ０ １ 
（１５分） 

１ 

運休便数 
（うち部分運休） 

１１ ８ ５ 
（１） 

２４ 
（１） 

1月16日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

１ 
（３０分） 

４ 
（１時間） 

９ 
（１時間１０分） 

１４ 

運休便数 
（うち部分運休） 

１２（全便） ０ ０ １２ 1月17日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ ０ 
 

０ 
 

０ 

運休便数 
（うち部分運休） 

１２（全便） ０ ０ １２ 1月18日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ ０ 
 

０ 
 

 

運休便数 
（うち部分運休） 

１２（全便） 
（１２）北回り 

０ ０ １２ 
（１２） 

1月19日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ ０ 
 

０ 
 

 

運休便数 
（うち部分運休） 

１１ １０ ２８ 
（８） 

４９ 
（８） 

2月8日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ ０ ０ ０ 
 

運休便数 
（うち部分運休） 

１ 
（１） 

３ 
（３） 

９ 
（７） 

１３ 
（１１） 

2月9日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ ０ ０ ０ 

運休便数 
（うち部分運休） 

０ ０ ７ 
（５） 

７ 
（５） 

2月21日 

遅延便数 
（最大遅延時間） 

０ ０ １ 
（１時間３０分） 

１ 
 

運休便数 
（うち部分運休） 

７７ 
（２２） 

３３ 
（６） 

７７ 
（３０） 

１８７ 
（５８） 

合計 
遅延便数 
（最大遅延時間） 

２ 
（３０分） 

８ 
（１時間） 

３０ 
（1時間３０分） 

４０ 

表3-2 運休・遅延一覧 
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（３）市街地循環線の推移 

○平成23年度は4月から7月は各月100人以上の落ち込みがあり、過去最低の利用者とな

った。特にとうべつ整形外科の乗降者数の落ち込みが大きいことから、無料送迎サービ

スが大きく影響を与えていると考えられる。 

○8月から利用者が増加傾向にある。これは訪問型ＴＦＰの手法を用いたアンケートに一

定の効果があったものと考えられる。 
※ＴＦＰ：トラベル・フィードバック・プログラムは、モビリティ・マネジメントの技術で、ひとりひとりの外出行
動を記録し、結果を診断するとともに公共交通の利用やかしこいクルマの使い方を教え、実践してもらい、取り組
み後の効果を知らせるもの 

536551
436

542510
458481456

342313330325

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

H18 708 529 525 550 569 680 722 1,040 1,462 1,192 1,485 1,395 10,857 

H19 685 663 645 642 536 490 654 859 936 887 890 733 8,620 

H20 588 591 724 779 759 649 684 681 930 963 879 886 9,113 

H21 665 502 601 640 618 614 647 703 903 900 947 964 8,704 

H22 561 447 470 518 462 410 457 541 495 386 489 553 5,789 

H23 325 330 313 342 456 481 458 510 542 436 551 536 5,280 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

 
図3-2 月別利用者推移 
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降順 

図3-3 市街地循環線1便当たり平均利用者数 



 

 

７ 
  

0.85 1.35 1.310.88 1.621.961.702.08 2.711.65

3.50
2.24

0人

5人

10人

15人

20人

１便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便

4～9月 10～3月

 

昇順 

2.11 2.34
1.35 0.73 0.40

1.63 1.05 0.54
1.94 2.703.42 2.72

0人

5人

10人

15人

20人

１便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便

4～9月 10～3月

 

降順 

図3-4 市街地循環線1便当たり平均利用者数（夏季と冬季の比較） 
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降順 

図3-5 市街地循環線1便当たり平均利用者数（H23とH22の比較） 
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（４）あいの里金沢線（旧金沢線）の推移 
○過去最高の利用者数を記録した。これは、新入学生オリエンテーションで広報活動して

いることが要因と考えられる。 

○学生の利用が多いため長期休暇に入る8月、3月の利用者が顕著に少ない。 

○北海道医療大学行の第1便は歯科内科クリニックの受付時間と大学講義1講目の時間に

合わせているため、利用者はどの便よりも多い。 

4,983

4,601
4,926

5,141

2,501

5,099
4,851

5,336

4,352

3,726
3,719

1,848

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

H18 1,920 2,436 2,735 2,171 1,532 2,210 2,178 2,524 2,684 2,607 2,778 1,569 27,344 

H19 2,139 2,358 2,381 1,989 1,370 2,117 2,371 3,064 2,927 2,676 2,952 1,406 27,750 

H20 2,499 2,868 3,060 3,135 1,376 2,916 3,532 3,366 3,811 3,593 3,237 1,973 35,366 

H21 3,807 3,459 4,101 4,690 1,831 3,851 4,324 4,529 4,642 4,057 3,850 1,946 45,087 

H22 5,301 4,211 4,372 4,519 2,176 4,458 4,512 5,280 4,477 4,178 3,917 1,980 49,381 

H23 4,983 4,601 4,926 5,141 2,501 5,099 4,851 5,336 4,352 3,726 3,719 1,848 51,083 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

 

図3-6 月別利用者推移 
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図3-7 1便当たり平均利用者数 
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図3-8 1便当たり平均利用者数（夏季と冬季の比較） 
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図3-9 1便当たり平均利用者数（H23とH22の比較） 



 

 

１０ 
  

（５）あいの里金沢線（旧西当別・あいの里線）の推移 

○平成 23年度は過去最低の利用者数となった。平日利用者の減少が顕著であることから、

通勤・通学者の利用が減少していると考えられる。また、冬季の大雪による影響でダイ

ヤが大きく乱れ、12月から3月までの利用も減少している。 

○平日の太美駅・ロイズ・あいの里キャンパス行のうち、第 1便の利用が多いのは、通勤

通学者が多く、太美駅及びあいの里教育大駅まで利用するためと考えられる。 

○同第 4便が多いのは、あいの里キャンパスまで行く最初の便のため、通学・通院利用者

が多いと考えられる。 

○当別駅南口行き2便が多いのは、金沢線へ乗り継ぎし北海道医療大学行1便に乗車する

通学・通院者が多いためと考えられる。 
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図3-10 月別利用者推移 
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図3-11 平日1便当たり平均利用者数 
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図3-12 土日祝日1便当たり平均利用者数 
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図3-13 平日1便当たり平均利用者数（夏季と冬季の比較） 
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図3-14 土日祝日1便当たり平均利用者数（夏季と冬季の比較） 
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図3-15 平日1便当たり平均利用者数（H23とH22の比較） 
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図3-16 土日祝日1便当たり平均利用者数（H23とH22の比較） 

 
 
 



 

 

１４ 
  

（６）みどり野・青山線の推移 

○平成23年は過去最低の利用者数となった。これはとうべつ整形外科の無料送迎サービス

の影響が大きいと考えられる。 

○長期休暇のある5月、8月、1月の減少が見受けられないことから、通学者の減少が多い

と想定される。 

○冬季は、市街地から遠いこともあり徒歩・自転車からバスへの転換があるものと考える。 

○当別駅南口行は午前中の利用が多く、みどり野・青山行は午後の利用が多い。 
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図3-17 月別利用者推移 
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図3-18 平日1便当たり平均利用者数 
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図3-19 土日祝日1便当たり平均利用者数 
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図3-20 平日1便当たり平均利用者数（夏季と冬季の比較） 
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図3-21 土日祝日1便当たり平均利用者数（夏季と冬季の比較） 
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図3-22 平日1便当たり平均利用者数（H23とH22の比較） 
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図3-23 土日祝日1便当たり平均利用者数（H23とH22の比較） 

 
 
 
 



 

 

１８ 
  

４．運行コストと運行収入 

（１）運行コスト 

 平成23年度当別町コミュニティバスの運行コストは、年間4,151万円となり、その内訳

は約7割6分が人件費、1割強が車両費、残りをその他で占めている。 

 また、昨年に引き続きバイオディーゼル燃料の回収・精製の事業をふるさと雇用再生特

別対策推進事業による委託で実施したことと、バイオディーゼル燃料の冬季使用量を増や

したことで、燃料費を抑えることができ、総事業費は昨年度より５００万円ほど減額とな

った。 

 
項目 金額 備考 構成比 

人件費 31,773,600円 運転手・事務員人件費 76.55％ 

車両費 4,655,200円 バス借上料・メンテナンス・保険料 11.21％ 

燃料費 1,642,453円 軽油・バイオディーゼル燃料 3.95％ 

バス停費 1,509,434円 停留所借上料・維持管理費等 3.63％ 

その他諸経費 1,481,417円 運行管理費・定期券作成・清掃費等 3.56％ 

消費税 444,425円 人件費・保険料を除く 1.07％ 

支出（運行コスト）計 41,506,529円   

1kmあたり運行コスト 156.1円/km   

1人あたり運行コスト 305.6円/人   

表4-1 平成23年度 当別町コミュニティバス運行コスト 

 

（２）運行収入等 

 運行収入は、現金による運賃収入と全路線乗り放題の応援券（定期券）、回数券のほか、

1日乗車券の販売収入がある。応援券については、町内に 6ヶ所の販売所を設け、販売枚

数1枚につき100円の手数料を販売所に対して支払い、その差額が応援券収入となってい

る。 

 昨年と比較して、運賃収入と広告収入は前年を上回ったが、回数券販売額や応援券販売

額が下回っている。収入合計でも昨年の実績を下回った。 

  
運行収入 

 
運賃収入 応援券販売額 回数券販売額 

一日乗車券

販売額 
運行収入合計 

広告収入 収入合計 

H23.4月 282,000円 1,025,700円 255,100円 7,100円 1,562,800円 0円 1,562,800円 

5月 295,300円 46,900円 231,300円 7,300円 573,500円 0円 573,500円 

6月 283,500円 72,400円 225,000円 5,000円 580,900円 0円 580,900円 

7月 275,600円 128,400円 193,800円 5,800円 597,800円 239,475円 837,275円 

8月 334,200円 88,500円 232,500円 4,500円 655,200円 0円 655,200円 

9月 418,500円 242,100円 153,500円 3,500円 814,100円 0円 814,100円 

10月 461,300円 611,700円 208,100円 2,100円 1,281,100円 18,000円 1,299,100円 

11月 344,300円 189,100円 292,300円 2,300円 825,700円 0円 825,700円 

12月 425,000円 143,200円 285,000円 3,000円 853,200円 0円 853,200円 

H24.1月 359,000円 179,000円 269,500円 1,500円 807,500円 0円 807,500円 

2月 359,600円 83,300円 246,500円 2,500円 689,400円 0円 689,400円 

3月 365,300円 120,500円 293,000円 1,000円 778,800円 72,000円 850,800円 

合計 4,203,600円 2,930,800円 2,885,600円 45,600円 10,020,000円 329,475円 10,349,475円 

表4-2 収入一覧 
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販売店名 所在 電話番号 取扱時間 

当別町商工会 錦町1248  23-2447 9:00～17:00（平日のみ） 

当別赤れんが6号（ふれあい倉庫） 錦町294-4 27-6600 9:00～18:00（月曜定休） 

当別町社会福祉協議会(高齢者ク

ラブ連合会事務局) 

西町32-2 

総合保健福祉センター内 
22-2301 9:00～17:00（平日のみ） 

(有)下段モータース 樺戸町1055番地 23-2630 9:00～18:00 

スウェーデンヒルズ管理センター 

（スウェーデンハウス(株)） 
スウェーデンヒルズV2-3-2 26-2348 9:00～18:00 

(株)小島商店 太美町1484  26-2410 8:00～21:00 

表4-3 応援券販売箇所一覧 

 

 

表4-4 応援券販売枚数一覧 

 

1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 限定小学生 限定中学生
(4,000円) (10,000円) (16,000円) (2,000円) (5,000円) (8,000円) (500円) (1,000円)

４月 16枚 3枚 45枚 64枚 10枚 10枚 19枚 0枚 0枚 39枚 103枚

５月 6枚 1枚 0枚 7枚 3枚 0枚 1枚 0枚 0枚 4枚 11枚

６月 10枚 1枚 1枚 12枚 4枚 0枚 0枚 0枚 0枚 4枚 16枚

７月 13枚 2枚 0枚 15枚 6枚 3枚 2枚 13枚 12枚 36枚 51枚

８月 5枚 2枚 1枚 8枚 7枚 4枚 0枚 1枚 0枚 12枚 20枚

９月 6枚 1枚 10枚 17枚 7枚 1枚 4枚 0枚 0枚 12枚 29枚

１０月 13枚 4枚 25枚 42枚 6枚 2枚 13枚 0枚 0枚 21枚 63枚

１１月 13枚 4枚 3枚 20枚 15枚 3枚 1枚 0枚 0枚 19枚 39枚

１２月 11枚 3枚 1枚 15枚 9枚 4枚 0枚 18枚 12枚 43枚 58枚

１月 11枚 1枚 4枚 16枚 18枚 4枚 1枚 0枚 1枚 24枚 40枚

２月 16枚 0枚 0枚 16枚 11枚 0枚 0枚 0枚 0枚 11枚 27枚

３月 11枚 1枚 2枚 14枚 7枚 3枚 1枚 0枚 0枚 11枚 25枚

合計 131枚 23枚 92枚 246枚 103枚 34枚 42枚 32枚 25枚 236枚 482枚

応援券
売上枚数
合計小計

一　　　般

小計

小中学生・高校生・障がい者・介護人
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（３）無料利用者 

 参加事業者が独自で行っていた輸送サービスを一元化し、「官民共同による運行」を実現

させるために、従来のサービスを低下させないよう一定の条件において無料で利用するこ

とができる。 

 北海道医療大学の病院利用者は昨年同様で推移しているが、学生の利用が顕著に減少し

ている。これは大学へ行くときはバスを利用するが、帰りは友人の車など他の交通機関等

を利用しているものと考えられる。 

 
参加事業者 条件 対象路線 対象者 利用方法（無料） 

北海道医療大

学 

当別町金沢及び札幌市あい

の里にある当該大学キャン

パス 

あいの里金沢

線 

当該大学の学生

及び教職員 

付属病院の患者 

往路：診察券・学生証の提示 

復路：無料チケットの交付 

スウェーデン 

ハウス 

当別町スウェーデンヒルズ

内限定の乗降 

あいの里金沢

線 
一般住民 

スウェーデンヒルズ内限定

の乗降である事を運転手に

伝える 

表4-5 従来のサービスによる無料対象者一覧 

 

 

参加事業者 
平成23年度 

使用枚数 

平成22年度 

使用枚数 

増減 

（H23→H22） 

（参考）平成21年度 

使用枚数 

北海道医療大学 

（患者） 
3,507枚 3,507枚 0枚 3,734枚 

北海道医療大学 

（学生） 
23,065枚 25,343枚 △2,278枚 22,179枚 

合計 26,572枚 28,850枚 △2,278枚 28,796枚 

表4-6 無料チケット使用枚数 
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5．夏休み冬休み子ども定期券の販売 

（１）概要 

 昨年に引き続き小中学校向けモビリティ・マネジメント展開の一環として、学校の長期

休暇にあわせて、格安の応援券の販売を行った。 

 

利用概要 

  料金   小学生500円、中学生1,000円 

  利用期間 夏季：平成23年7月23日（土）～8月17日（水） 

       冬季：平成23年12月23日(金・祝）～平成24年1月16日（月） 

  購入場所 ふれあいバス応援券販売所 

  利用方法 ふれあいバス応援券と同様 

 

利用実績 

  夏季   小学生 14枚、中学生 12枚、合計 26枚 

  冬季   小学生 18枚、中学生 13枚、合計 31枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-1 夏休み子ども定期券 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

図5-2 冬休み子ども定期券 
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（２）広報 

 子ども定期券の販売に当たっては、周知を図るためチラシを作成し配布した。 

 

広報概要 

  夏季   学校を通じて町内全小中学生にチラシを配布（ 7月19日） 

  冬季   学校を通じて町内全小中学生にチラシを配布（12月19日） 

 

      

 

      

図5-3 子ども定期券周知用チラシ
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６．当別町コミュニティバス運行事業のまとめ 

（１）路線に関して 
■市街地循環線 
 今年度は 4月から 7月にかけて利用者が少なく過去最低の利用者数であった。これは平成 22年
度から開始された無料送迎サービスの影響が続いているものと考えられる。とうべつ整形外科での

乗降者数が大きく減少していることと、ダイヤ調整のため、12 月から「とうべつ整形外科」、「中
央団地」のバス停を廃止したが、冬季の利用者は昨年度と比較して微増となっている。 
また、冬季の大雪の影響で運休・遅延があったが、昨年と比較して利用者に大きく変化はなかっ

た。 
 
■あいの里金沢線 
 平成 23年 10月から金沢線と西当別・あいの里線を統合し、事業を展開統合することで金沢あい
の里間での乗り継ぎがなくなり、利便性が向上に努めた。 
 当別金沢間（旧金沢線）は今年度の実績が過去最大の利用者数であった。北海道医療大学の学生

の利用者増が顕著であり、無料で利用できるバスへの転換が進んだと考えられる。特に歯科内科ク

リニックの受付時間と大学講義 1講目に合わせている北海道医療大学行き 1便の利用が一番多い。 
 北海道医療大学で行っている新入生オリエンテーションの中での広報活動の効果もあって昨年

度に引き続き今年度も過去最高の利用者数となった。 
 当別あいの里間（旧西当別・あいの里線）は今年度の実績が過去最低の利用者数となった。冬季

は大雪の影響でダイヤが乱れたため、利用者が減少したと考えられる。 
 第 1便の利用者が多いのは、スウェーデンヒルズの住民がＪＲ石狩太美駅までの移動手段として
利用しているためである。 
 第 4便が多いのは、あいの里キャンパスまで行く最初の便のため、通学・通院利用者が多い。 
 
■みどり野・青山線  
 今年度は過去最低の利用者数となった。昨年度と比較して、長期休暇のある 5月、8月、1月の
大きな減少が見受けられないことから、通学者の減少が多いと想定される。また、当別駅南口行の

午前中の利用が減少していることから、通勤・通学者の利用が減少していると考えられる。 
春季と冬季を比較して冬季の当別駅南口行第 1便の利用者が増加しているのは、通勤・通学者が

自転車などからバスへの転換があったからと考えられる。また、全便を比較して冬季が増加してい

るのは、市街地から遠いこともあり交通の足として利用者数が増加したと考えられる。 
 
（２）収入に関して 
 今年度は事業収入が 1,035万円となり、運行経費に占める事業収入の割合が 24.9％となった。昨
年度と比較して、収入全体で 98.9％と下回った。運賃収入は 9月・10月に実施した無料キャンペ
ーンの効果と 12 月の大雪によるＪＲ運休等に伴う現金利用者増加のため、昨年度を上回ったが、
収入全体が減少したのは、応援券と回数券の売上金額が減少したためである。特に応援券の売上金

額は過去最低となった。 
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７．利用促進事業に関するまとめ 

（１）モビリティ・マネジメントの実施  
 利用者数が頭打ちになっている現状で、今後安定した収入を確保する為には新たな利用者の発掘

のほか、長期に渡る利用促進策の実施が課題である。小中学生に対する将来を見越したモビリテ

ィ・マネジメントは、今後町内のバス交通を活性化させるために、きわめて重要な施策であり、今

後も継続して行っていきたい。 
 小学生を対象とした環境と公共交通に関する授業は、引き続き学校と協議をし、「交通日記」に

よる「事実情報提供法」の実践、「行動プラン法」の実践などの授業に取り組んだ。今後も継続し

て取り組んでいきたい。 
 大学生向けモビリティ・マネジメントとして、医療大学の新入生オリエンテーション時にふれあ

いバスの説明を行った。継続して実施していることもあって、あいの里金沢線の旧金沢線区間につ

いては、年々利用者が増加している。 
福祉出前講座に「大人向けかしこいクルマの使い方教室」や、「６０歳からのかしこいクルマの

使い方教室」を組み込んだことにより、高齢者や各種団体への利用促進を展開することができるよ

うになった。今年度は高齢者クラブ等に６回教室を開催した。 
 そのほか幼児向け利用促進事業として、公共交通と環境に関する紙芝居を作成、町内の幼稚園・

保育所のほか、子育てサークルなどに配布し活用していただいている。 
住民向けモビリティ・マネジメントとして、市街地循環線沿線の地域住民とあいの里金沢線の旧

西当別・あいの里線沿線の地域住民（太美町・太美スターライトのみ）に対し、訪問型ＴＦＰの手

法を用いたアンケートを行った。一方的に送りつけるアンケートではなく自宅に訪問し、時刻表な

ど公共交通に関する資料を提供しがら、コミュニケーションをとり、公共交通のメリットを伝える

ので、事業開始後から利用者が増加していることから、一定の効果があったと考える。その他「バ

スまつり」や「ふれあいバス運賃無料キャンペーン」など利用促進事業を実施し、ふれあいバスへ

の理解と認知度の向上を図った。また、ふれあいバス運賃無料キャンペーン中に「バスまつり」な

どのイベントを重ねることで、バスに乗ってイベントに参加するよう働きかけることができ、バス

利用のきっかけづくりに取り組んだ。 
 今後もモビリティ・マネジメントを継続的に実施し、利用者の増加につなげたい。 
 
（２）バスまつりの開催 
 ふれあいバスを中心とした公共交通利用を促すため、昨年度に引き続き第 3回目を開催した。当
日は天候が悪く同日開催の予定であった、「さわやか駅伝」が中止となる中、規模を縮小しての開

催となった。普段目にすることができない、「まきバス」や「ファイターズ号」など様々なバスを

集め試乗会を行ったほか、北海道運輸局の協力をいただき、「バスの乗り方教室」や「バリアフリ

ー教室」も行った。 
バスまつりの開催によりバスに興味や親しみをもってもらい、当別ふれあいバスに対する意識の

変化を与え、利用者の増加につなげたい。 
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８．今後の課題 

 平成 24年 6月 1日にはＪＲ学園都市線の一部電化、10月には完全電化、とＪＲのダイヤ改正に
合わせたバスのダイヤを組むことが利用者の増加及び利便性の向上につながるため検討していき

たい。 
  
 市街地循環線については、利用者は少ないが高齢者等にとっては重要な移動手段となるので、今

後も維持できるよう努力していきたい。 
 
 あいの里金沢線の当別あいの里間（旧西当別・あいの里線）は主にスウェーデンヒルズの住民が

太美駅までの区間を利用する人が多く、その他は北海道医療大学病院への通院のため利用する人が

多い。電化完全実施に合わせてＪＲとのアクセスを調整し、利便性の向上に努めていきたい。 
 
 当別金沢間（旧金沢線）は、利用者が年々増加してきている。学生が多く、無料で乗降できるた

め収入には反映されていない。今後も学生数の増加が予想されるが、利用者の利便性を向上できる

よう更に努力していきたい。 
 
 みどり野・青山線は、通勤・通学者の利用が減少してきている。地理的条件から自動車での移動

も多くあると考えられる。利用者が少ないため、今後どのように維持していくかが課題である。 
 
 利用促進事業は、今後の利用者確保において大変重要なものと考えている。小学生向けのモビリ

ティマネジメントは学校の積極的な協力をもらえるように、授業で使用できるコミュニケーション

ツールも確立されたため、今後も継続して実施したい。大学生や高齢者に対しても今年度実施した

広報活動や出前講座を継続し、当別ふれあいバスの認知度を向上させたい。また、町内の幼稚園や

保育所に配布した公共交通と環境に関する紙芝居を活用により、幼少期から公共交通に対す意識づ

けを行っていきたい。「バスまつり」については今年度で 3 回目となり住民にもにも認知されてき
ているが、かかる経費をどのように確保するかが今後継続して実施するうえでの課題である。 
 
 近年、利用者が減少傾向にある、今年度からスタートした新たな補助制度「地域公共交通確保維

持改善事業」を活用し、これまで以上に利便性や運行の安定性を向上させ利用者を増やすことに努

力していきたい。 
 また、安定した運行を継続させるため財源確保は重要なものであり、広告収入や新たな参加事業

者の発掘にも努力したい。 
 


